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第

六

回

町

民

体

育

大

会

応

援

風

景

調集兼発行人

財
政
再
建
計
画
の

昭
和
三
十
三
年
度
実
施
報
告

一
、
総
括
的
事
項
の
実
施
に
関
す
る
事
項

送料四円

ー
行
政
調
槙
の
合
図
化
に
関
す
る
事
項

行
政
水
準
は
全
闘
水
準
－
w－
回
途
し
本
計
量

に
於
て
十
四
人
の
職
員
控
砲
を
画
策
さ
れ

た
が
本
年
度
に
於
い
て
｝

応
こ
れ
が
目
標

を
達
成
L
財
政
の
確
立
を
期
し
た
。

工
組
織
の
簡
素
合
理
佑
に
関
す
る
事
項

支
所
に
お
い
て
従
来
の
重
要
業
務
で
あ
っ

た
税
徴
収
事
務
は
金
庫
の
設
置
に
よ
り
、

叉
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
は
本
庁
に
引
撤
げ

る
等
、
支
所
は
地
区
の
連
絡
機
関
と
し
て

職
員
一
名
程
度
と
し
、
本
庁
の
職
制
機
構

に
つ
い
て
は
従
来
の

一
室
、
一

問
、
四
課

制
を
技
術
陣
の
統
一
・
を
図
る
た
め
、
産
業

税
を
分
離
し
て
健
設
視
を
新
設
し
一
室
、

－
局
、
五
税
制
と
し
、

－
問
機
能
を
発
却

し
得
る
よ
う
改
め
た
・

三
戟
員
配
置
の
合
理
化
に
関
す
る
事
項

鞍
員
配
置
に
つ
い
て
は
適
時
現
置
転
換
を

行
い
、
適
材
適
所
に
配
置
し
、
各
課
相
互

間
に
お
け
る
事
務
の
繁
閑
の
生
じ
な
レ
ょ

う
処
位
し
た
。

A

化
事
務
処
理
の
問
率
化
に
関
す
る
事
項

全
駿
員
の
実
務
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と

も
に
楼
過
研
修
等
の
現
任
訓
練
を
行
い
、

職
員
の
素
質
向
上
と
事
務
能
率
の
増
進
を

阿
っ
た
。

F
h

山
予
算
の
執
符
の
合
理
化
に
関
す
る
事
項

資
金
計
画
に
適
合
し
た
予
算
問
当
を
行
い

常
に
牧
交
の
実
状
を
把
握
し
議
入
の
確
保

及
び
歳
出
の
効
率
的
運
用
に
よ
り
予
算
執

行
の
合
率
化
を
図
っ
た
。

定価一部六円同越印刷印刷所大菅達二

二、

歳
出
の
抑
制
及
び
節
減
に
関
す
る
事

項
ー
消
費
的
経
費
の
抑
制
及
び
節
減
に
関
す

る
事
項

朝日町役場内

村
人
件
費
の
抑
制
及
び
節
減
に
閲
す
る
事

項本
年
度
七
名
の
退
職
者
が
あ
っ
た
が
附

属
機
関
の
職
員
三
名
の
補
充
に
止
め
、

他
は
一
小
補
充
と
し
、
人
件
費
の
節
減
を

図
っ
た
。

伺
物
件
費
の
抑
制
及
び
節
減
に
関
す
る
事

項交
際
費
、
食
咽
制
捜
に
つ
い
て
は
必
要
最

少
限
度
に
抑
制
す
る
と
と
忘
に
需
用
資

に
つ
い
て
は
燃
料
費
の
節
減
、
通
信
担

及
び
旅
費
に
つ
い
γ

て
は
規
制
処
置
を
購

じ
、
用
品
調
達
に
つ
い
て
は
す
べ
て
見

積
入
札
に
よ
り
統
直
の
抑
制
節
減
を
図

っ
た。

同
補
助
変
付
金
及
び
寄
附
負
担
金
等
の
抑

制
及
び
節
減
に
関
す
る
事
項

補
助
交
付
金
及
び
負
担
金
に
関
し
て
は

県
及
び
郡
の
規
制
審
議
会
と
相
違
慢
し

真
に
や
む
を
得
な
レ
も
の
の
ほ
か
は
総

て
支
出
を
制
限
し
政
令
に
規
制
さ
れ
た

範
囲
内
に
圧
縮
し
た
。

2
投
資
的
経
費
の
抑
制
及
び
節
減
に
関
す

る
事
項

付
補
助
議
業
費
の
抑
制
及
び
節
誠
に
関
す

る
事
項

補
助
事
業
費
に
つ
い
て
は
国
障
補
助
決

定
額
及
び
起
債
許
可
額
の
範
間
内
で
実

施
し
た
。

伺
単
独
事
業
費
の
抑
制
及
び
笥
減
に
関
す

る
事
項

単
独
寝
業
費
に
つ
い
て
は
事
業
の
効
果

に
重
点
を
置
き
、
必
要
最
少
限
度
の
額

に
止
め
た
。

5
そ
の
他
の
経
費
の
抑
制
及
び
節
減
に
関

す
る
事
項

凶
U

繰
出
金
の
抑
制
及
び
節
減
に
関
す
る
事

項繰
出
金
に
つ
い
て
は
計
画
額
の
約
六

O

%
に
止
め
昭
和
三
十
四
年
度
以
降
廃
止

す
る
。

一一一
、
議
入
の
増
収
及
確
保
に
関
す
る
事
項

1
税
の
増
牧
及
び
確
保
に
関
す
る
事
項

付
税
率
の
引
上
に
関
す
る
事
項

町
民
税
の
均
等
割
は
前
年
に
引
続
き
－

人
一

O
O円
の
引
上
を
実
施
し
た
。

伺
誤
説
標
準
の
客
体
に
関
す
る
事
項

課
税
標
準
の
確
実
な
把
握
を
な
す
た
め

特
に
実
態
調
査
に
重
点
を
置
き
家
屋
に

つ
い
て
は
評
価
基
準
に
準
じ
適
確
な
調

査
を
行
な
い
、
関
税
客
体
の
補
促
に
努

め
た
。

伺
徴
牧
歩
合
の
引
上
に
闘
す
る
事
項

月
間
徴
牧
状
況
の
把
握
に
つ
と
め
専
ら

納
税
組
合
の
指
部
育
成
を
図
h

リ
徴
政
成

績
の
向
上
に
努
め
現
年
度
分
九
六
・
八

%
の
成
績
を
股
め
た
。

何
滞
納
整
理
に
関
す
る
事
項
滞
納
税

に
つ
い
て
は
監
戸
督
励
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
状
況
に
応
じ
分
納
誓
約
、
徴
牧
猶

予
及
び
滞
納
処
分
等
の
行
政
処
置
を
厳
一

に
し
牧
納
成
績
の
向
上
を
図
っ
た
。

一

之
税
外
収
入
の
増
収
及
び
施
保
に
関
す
る

一

事
項

一

ハ
門
使
用
料
の
増
牧
及
び
確
保
に
関
す
る
事
一

項

一

町
営
住
宅
、
及
び
火
葬
場
使
用
料
に
つ
一

い
て
は
物
価
指
数
等
の
変
動
を
考
慮
し

一

適
正
料
金
を
徴
攻
し
た
・

一

同
手
数
料
の
増
収
及
び
確
保
に
関
す
る
事
一

項
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の

は
そ
の
最
高
限
度
を
徴
政
し
そ
の
他
の

も
の
に
つ
い
て
は
類
以
団
体
と
比
較
し

通
常
以
上
に
場
吹
を
図
っ
た

同
滞
納
整
理
に
関
す
る
事
項

延
滞
金
、
延
滞
加
算
金
及
び
督
促
手
数

料
等
は
法
令
の
規
定
に
も
と
づ
き
厳
重

徴
牧
し
た
。



十
月
三
十
日
午
後
二
時
よ
り
机
日
町
時
間
会

第
六
回
臨
時
会
を
二
十
二
名
の
出
席
椛
n
H

に
よ
り
開
く
。

(2) 昭和34年11月20日発行ひさあ第 51号（昭和32年8月8日）
第5種郵便物認可／

財政再建年次総合計画昭和 33年度実施状況

氏
に
決
る
。

監
査
後
員
に
は
南
保
四
、
八
六
八
番
地
の

土
井
宗
太
郎
氏
ハ
五
｝
才
〉
を
提
案
ど
お

り
同
意
さ
れ
午
後
五
時
四
十
分
閉
会
。

秋
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

日
一
日
と
鰹
さ
が
身
に
し
み
る
よ
う
に
な

附
議
議
案

一
、
人
組
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
の
た
め

意
見
を
求
め
る
件

て
削
日
町
監
査
要
員
選
任
の
た
め
同
意

を
求
め
る
件

人
相
擁
摘
出
袋
員
候
補
者
に
は
再
度
小
沢
弥

（単位千円〉
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1
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一
切
1
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決

歳

入

分

税

。

議

区

1. 町

り
、
火
が
恋
し
く
な
る
こ
れ
れ
か
ら
が
火

災
の
多
い
草
節
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
秋
の
全
嗣
火
災
予
防
述
励
が
十
一

月
二
十
六
日

l
十
二
月
二
日
の
一
週
間
に

わ
た
っ
て
符
な
わ
れ
ま
す
。

今
期
の
鼠
点
事
項
と
し
て

ω危
険
物
火
災
の
防
止
問
電
気
火
災
の
徹

底
防
止

問
官
公
庁
、
学
校
等
の
公
共
建
物
の
火
災

防
止
ω火
災
の
早
期
通
報

問
消
防
の
準
備
態
勢
の
強
化

1.379, 
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

－

二

位

大

家

庄

分

団

一野

中

分

間

班

長

沢

週
間
中
に
消
防
（
職）
聞
員
が
各
戸
の
査
察
一

一一
一

位

境

分

間

一山

崎

分

団

消

防

員

水

を
行
い
ま
ず
か
ら
皆
様
の
御
協
力
を
御
願
一次
い
で
業
務
訓
練
に
移
り
、
泊
三
浦
町
東

一

団
長
表
膨
曳
髭
者
氏
名

い
し
ま
す
。

一
端
附
近
か
ら
出
火
、
北
東
の
強
風
に
あ
ふ
一山

崎

分

間

班

長

育

島

幸

治

叉
午
前
七
時
、
午
后
九
時
の
二
回
、
週
間

一
ら
れ
中
心
街
に
飛
火
し
第
二
、
第
三
火
災

7

消

防

員

池

田

作

一

中
、
左
の
方
法
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
一発
生
の
想
定
の
も
と
に
金
消
防
車
に
よ
る

一境

分

団

グ

根

感

光

次

す。

一包
囲
立
体
的
な
防
禦
訓
練
を
展
開
。

一M
H

M

M

長

井

秀

一

吹

十

五

秒

吹

十
五
秒
一戸
続
い
て
本
部
前
通
り
で
勇
壮
な
分
列
行
進

一宮

崎

分

間

班

長

岩

谷

豊

治

を
行
い
朝
日
町
消
防
の
健
在
を
示
し、

再

一
グ

消

防

員

長

井

隆

司

び
公
民
舘
前
に
整
列
、
表
彰
に
4
つ
り
、

一
泊

第

一

分

団

グ

村

口

隆

造

山
崎
分
団
消
防
車
に
誌
声
設
備

－
式
を
寄
一M
M

M

M

清

原

為

芳

附
し
た
山
本
与
次
氏
に
感
謝
状
が
授
与
さ

一泊
第
二
分
団
グ

岡

本

長

一

れ
永
年
消
防
に
尽
し
此
の
度
退
団
さ
れ
た

M

M

q

松

原

達

雄

二
十
三
氏
に
町
長
か
ら
感
謝
状
、
記
念
日
間
五
ケ
庄
分
間

H
H

追

分

清

次

の
附
昆
が
あ
り
、
優
良
消
防
団
員
と
し
て

M

H

M

M

湖

上

谷

健

治

左
の
各
氏
が
表
彰
を
受
け
、
正
午
、
演
習
附
保
分
間

H

問

中

幸

雄

削
声
明
と
一
分
の
狂
も
な
く
演
習
宏
終
了
し
ゲ

H

谷

口

敬

三

た

。

大

家

庄

分

間

H
H

水

野

政

行

H

q

H

H

石

井

宰

夫

郡
内
町
議
の
珍
ブ
レ

l

県
下
初
ケ
l
ス
と
し
て
下
新
川
郡
内
町

議
会
議
員
の
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

郡
内
町
議
会
議
長
会
主
催
で
十
月
二
十
九

日
午
前
十
時
よ
り
当
町
小
丸
山
球
場
で
開

催
さ
れ
た
。
前
日
の
雨
に
か
わ
り
当
日
は

ロ本

J官、昭

吹
十
五
秒

ひ

休
六
秒

朝
日
町
消
防
本
郎

、1
2
E
，／＼
E
E
，J
、、
1

1
／＼、
E
』’
＼
t
t
IJ

消

防

本

部

だ

よ

り

／，
E
E
E
＼ノ
f
f』
1
＼
J
’『
t
‘＼J
I
－－、＼／
I
E
目、
＼

朝
日
町
消
防
印
私
事
演
習
は
十
一
月
六
日

宮
山
県
消
防
相川
M
択
を
観
閲
官
に
多
数
の
来

賓
を
迎
へ
深
く
す
み
わ
た
っ
た
紘
陥
れ
の

快
晴
の
も
と
午
前
八
時
団
員
整
列
に
よ
り

厳
粛
活
援
に
開
附
さ
れ
た
。

式
次
第
は
型
の
如
く
進
行
、
服
装
姿
勢
点

検
、
機
械
出
兵
の
点
検
と
順
を
追
い
、
今

零
初
め
て
実
施
さ
れ
た
可
搬
式
動
力
ポ
ン

プ
に
よ
る
玉
活
し
競
技
〈
実
戦
操
法
）
に

各
分
団
か
ね
て
鍛
錬
の
脱
を
暁
い
、
山
崎

分
団
が
標
的
落
下
ま
で
一
一
一

O
、
七
秒
と
云

う
麗
異
的
な
記
録
で
優
勝
し
た
。

一
位

山

崎

分

休
六
秒

さ

県
知
事
表
髭
受
彰
者
氏
名

所

属

分

団

階

扱

氏

名

宮

崎

分

団

部

長

松

本

貞

夫

泊

第

二

グ

班

長

寺

田

知

勝

境

ゲ

H

根

建

熊

次

郎

泊
第
一
p

u

w

玉

氷

点

芳

五
ケ
E

H

H

M

M

山

田

艶

二

南
保

M
H

ρ

中

島

高

一
郎

大
家
圧
M

M

M

H

藤

井

豊

あ

団

号
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チ町議日朝

(3) 

総ニ

絶
好
の
大
会
日
和
り
に
恵
ま
れ
、
い
や
が
手
・軽
で
、
有
利
、
陥
突
な
「
中
小
企
業

上
に
も
親
善
気
分
に
溢
れ
て
い
た
。

一
退
職
共
済
法
」
こ
れ
は
退
職
金
の
共
済
制

先
づ
議
長
会
長
入
諮
問
町
議
会
議
長
松
田
一度
を
確
立
し
て
す
と
し
で
も
よ
り
よ
い
労

栄
松
氏
の
開
会
の
辞
、
朝
日
町
長
木
村
本
一働
条
件
を
中
小
企
業
の
中
に
と
り
い
れ
た

松
氏
の
祝
辞
、
本
村
町
長
の
始
球
に
よ
り

一
退
職
金
法
で
あ
り
ま
す
事
業
主
と
し
て
と

リ
ー
グ
戦
で
字
奈
月
町
対
入
諮
問
町
で
第
一

－
の
制
度
に
加
入
す
る
の
は
自
由
で
す
。
但

回
戦
が
開
始
さ
れ
た
。

し
加
入
す
る
場
合
は
従
事
者
全
体
を
対
象

（

成

績

〉

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

第
一
回
字
奈
月

5
1
Mm

入

善

一取
扱
に
つ
い
て
は
金
融
機
関
（
北
銀
、
信

第
二
回

朝

日

叫

1
8

入

善

一
金
、
相
互
〉
さ
ん
に
申
込
み
下
さ
い
事
務

第
三
一

回

朝

日

叫
l
刊

宇
奈
月
一そ
の
他
の
説
明
に
つ
い
て
は
商
工
会
御
問

試
合
は
終
始
珍
プ
レ
l
、
好
プ
レ
！
の

一
合
せ
下
さ
れ
ば
御
説
明
致
し
・
ま
す
。

続
出
、
各
町
か
ら
は
応
援
議
員
、
職
員
が

一

：

、

－
5
1
J
i
i
h－
－

｝

h

）
、
l

多
勢
で
の
声
援
も
賑
や
か
で
時
に
は
黄
色
一
所

得

税

に

つ

い

て

の

御

願

い

い
声
も
混
じ
る
、

平
紫
い
か
め
し
い
鱗
良
山
ム
悶
所
得
税
務
二
期
分
の
納
期
は
十
一
月

述
も
す
っ
か
り
若
返
っ
て
の
哲
戦
は
目
覚
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

し

い

も

の

で

あ

っ

た

。

納

税

は

十

一

月

三

十

日

と

い

わ

ず

早

め

に

午
後
二
時
三
十
分
戦
い
終
っ
て
松
田
会
一完
納
し
て
下
さ
る
よ
る
御
願
い
し
ま
す
。

長
の
閉
会
の
辞
、
入
普
町
長
の
祝
い
の
一
宮
一
「
映
画
舘
等
の
入
場
券
は
、
納
税
証
紙
で

葉
、
宇
奈
月
町
長
の
主
唱
に
よ
る
万
哉
、

一す
入
場
券
の
半
片
は
必
ず
受
取
り
ま
し
ょ

親
善
の
目
的
は
名
実
共
に
果
さ
れ
て
大
会

一
う

」

魚

津

税

務

署

の
幕
を
閉
じ
た
。

一

j
l
i
li
－

－

i
iJ
一

郵

便

局

か

ら

の

お

願

い

商

工

会

だ

よ

り

一
＠
小
包
郵
便
物
、
印
刷
物
（
カ
レ
ン
ダ
ー

契

約

開

始

日

一

）
等
か
さ
高
郵
便
物
は
お
そ
く
と
も
十

一

二
月
十
五
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

県
下
中
小
商
工
業
者
自
身
の
手
で
設
立
さ
一
＠
標
札
は
白
川
全
に
提
出
し
て
下
さ
レ
。

れ
た
火
災
共
済
は
態
均
十
一
月
よ
り
事
業
一
（
文
通
さ
れ
る
家
族
名
、
同
居
者
名
を

開
始
に
な
り
ま
し
た
貴
方
の
事
業
、
財
産
一
も
記
入
し
て
下
さ
い
）

を
守
る
た
め
に
火
災
共
演
を
利
用
し
ま
し
一
＠
年
賀
状
は
な
る
べ
く
二
十
三
日
ま
で
お

よ
う
。

一

出
し
下
さ
い
。

①
相
互
に
財
産
を
守
る
仕
組
で
す
。

一
＠
あ
て
名
は
く
わ
し
〈
正
柿
に
必
ず
府
県

①
富
山
県
が
支
払
の
保
証
を
つ
け
て
い
ま
名
ハ
枇
帯
主
も
必
ら
ず
）
を
記
入
し
て

す

。

下

さ

い

。

①
利
益
が
筒
的
で
な
い
の
で
掛
合
は
安
〈

一⑦
学
生
、
子
供
あ
て
の
も
の
に
つ
い
て
は

て
す
み
ま
す
。

父
兄
名
な
も
記
入
し
て
下
さ
い。

＠
集
っ
た
掛
合
は
地
元
の
金
融
機
関
に
間
一
l
i
il
i
l
i－
－
1

1

！
i
l－
－

Mhyん
の
事
業
資
金
に
避
冗
さ
れ

一
明

る

い

歳

末

か

申
込
は
朝
日
代
問
所
〈
朝
日
町
商
工
迎
合

一

自

主

防

犯

体

制

で

会
事
務
局
V

を
設
け
て
あ
り
ま
す
か
ら
御
一

司
’

l
守
，
〆
／
』

照
会
下
さ
い
。

一

昭
和
三
十
四
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

一ま
し
た
。
冷
た
い
師
走
風
と
と
も
に
踏
み

退

職

金

共

済

開

始

す

芸

増

え

る

時

期

で

す

。

家

族

そ

ろ

っ4
E

，nJ』
4

，．
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て
新
年
を
祝
う
た
め
こ
れ
だ
け
は
守
り
ま

し
ょ
う
。

歳
未
に
増
え
る

出

み

サ

ギ

歳
末
は
多
糊
の
現
金
が
取
扱
わ
れ
ま

す
が
犯
出
川
で
で
も
昨
年
の
統
計
に

よ
る
と
（
開
お

・
什
J
也
ぱ

保

み

ニ

O
件

さ

ぎ

一
五
件

乱
暴

一
O
件

お

ど

し

六

件

と
お
令
や
澗
の
上
で
の
間
道
が
二
倍
近

く
に
な
っ
て

い
ま
す
。

又
そ
の
内
わ
け
は

ひ

．、Jは
み

川
山
（
寸
ιν
－

mう
…
九
件

以

μし
．
す
ま
る
の

札

Y

相川・
可一
一．一日

間
小
校
山
け
務
所
ι芝山川
氏1
三

件

川

hv
、
問
な
刊
・
ユ
一
件

サ
ギ

川一
小
舟
り
手
形
じ
け

山
側
…
民
で
献
食一一－

作

mMW代
で
柄
川
一一
件

ω小
切
手
偽

造

一
作

。
ね
ら
わ
れ
易
い
深
夜
に
出
窓
し
よ
ヨ

本
川げ
は
夜
つ
く
ら
れ
る
と
巾
し
ま
？
が

朝
一

件

下

前
二
件

千
百
三
件

管

三

件

処

－
川
仲
間
伐
二
日
一九

と
な
っ
て
い
ま
寸
。

特
に
京
入
川
河川
代
江
ゅ
は
交
が
γ
、山中
を
山

め
て
い
ま
す
。

。
ど
ら
一
子
、
は
カ

γ
の
な
い
夫
玄
川崎か
ら

人
っ
て
い
交
す
。

で
は
ど
ろ
ほ
う
は
何

処
か
ら
人
っ
て
い
る
で
し
ょ
4
か
。

夫
玄
関
阿
川

間
入
コ
一一一
作
窓
二
一
件

カ
ギ
・
が
な
い
七
件
ゐ
ギ
の
川
川
忘
れ
一
件

と
弘
述
の

m
hv”引
っ
て
穏
に
出
入
り
し

て
い
ま
す
。

。
こ
れ
だ
け
で
よ
い
の
だ
る
4
か

た
し
か
に
戸
締
り
と
立
市
品
や
お
金
の

始
末
に
心
を
く
ば
れ
ば
防
犯
の
効
果
は
目

に
見
え
て
挙
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
大
切

な
こ
と
は
私
述
が
お
五
に
注
意
し
合
い
助

け
合
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

一
入
荷
々
の
防
犯
が
郎
消
に
街
に
成
長
す

る
と
き
元
日
の
朗
自
の
よ
pq
に
邸
〈
社
会

が
建
設
さ
れ
る
の
で
す
。ハ
入
小
世
帯
務
官
〉
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教

育

懇

談

会

十
月
二
十
七
日
午
后
－
時
半
か
ら
泊
中
学

校
制
堂
で
、
恒
例
の
教
育
穂
践
会
が
開
か

れ
た
。
こ
れ
は
朝
日
町
学
校
教
脊
研
究
会

P
T
A
迎
絡
協
聴
会
、
教
職
員
組
合
の
共

催
で
、
町
内
各
校
下
か
ら
熱
心
な
父
母
教

師
約
二
百
名
が
集
っ
た
。

協
議
題
は
現
在
肢
も
切
実
な
問
題
と
し
て

考
え
ら
れ
る
生
徒
の
進
学
就
桜
、
教
職
員

の
釦
務
評
定
の
二
つ
を
と
り
あ
げ
た
。

先
ず
分
科
会
が
も
た
れ
て
二
つ
の
協
議
題

に
つ
い
て
討
議
が
進
め
ら
れ
、
続

い
て
全

作
会
議
に
う
つ
り、

き
き
に
行
わ
れ
た
教

育
に
射
す
る
批
愉
調
査
の
発
表
と
一
散
討

必
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
問
問
削

と

L
て
市
山
大
学
教
師
林
三
脱
氏
、
県
教

組
問
記
長
円
対
日
げ
秀
－
氏
、
泊
高
校
教
輸
出

中
江
秀
氏
か
ら
適
切
な
助
言
が
あ
り
最
後

に
株
数
授
の
誠
一
試
を
聞
い
て
主
時
終
了
し

た
町
内
各
校
下
の
文
時
教
師
が

て
記
に
鳴

っ
て
行
校
下
の
現
状
を
語
り
意
見
を
交
す

こ
と
は
、
父
町
教
師
の
共
通
理
解
と
協
力

を
深
め
、
朝
日
町
教
育
の
前
進
に
有
意
義

で
牧
雌
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。

－
生
比
の
進
路
指
却
に
つ
い
て

川
小
に
徒
の
例
門
能
力
に
応
じ
て
進
争
就
職

す
－
与
え
る
ベ
き
で
家
や
料
の
i

ン
ツ
に

と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
。

は
そ
の
た
め
に
は
家
庭
内
で
親
子
が
よ
く

話
九
口
う
よ

4
に

ゆへ
つ
H
の
同
校
教
育
は
背
の
高
等
小
学
校

の
よ
う
に
説
で
も
ハ
チ
ペ
る
よ
う
に
し
た

．
社
収
員
の
勤
務
評
定
に
つ
い
て

三
時
に
正
し
い
批
判
を
し
て
も
ら
う
た

め
教
委
側
、
教
組
側
、
中
友
側
の
パ
ネ

ル
式
討
論
を
も
ち
討
鵡
に
ろ
つ
る
。

川
殺
削
は
即
日職
だ
か
ら
こ
ど
も
へ
の
影
響

を
考
え
て
慎
重
に
行
動
さ
れ
た
い

凶
教
師
は
勤
務
評
定
に
つ
い
て
こ
と
さ
ら

父
母
に
話
す
こ
と
を
さ
け
て
い
る
傾
向

が
あ
る
。
大
胆
卒
直
に
内
容
を
話
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
父
母
教
師
お
互
の

問
解
が
必
製
で
あ
る
。

小
川
中
学
校
の
学
園
祭

小
川
中
学
校
で
は
十
－

月
七
、
八
日
校
舎

噌
築
、
グ
ラ
ン
ド
拡
弧
記
念
の
学
問
摂
を

倒閣
し
た
。

秩
騎
れ
の
も
ム色
、
万
国
旗
に
飾
ら
れ
た
校

内
は
生
徒
を
は
じ
め
校
下
の
人
々
で
あ
ふ

れ
、
学
閣
を
祝
摘
す
る
保
分
樹
溢
、
七
日

は
記
念
式
に
つ
づ
い
て
県
－
麗
腺
長
寺
田

初
夫
氏
の
記
念
購
筒
、
朝
日
町
農
陸
管
問

評
会
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
問
自
に
わ
た
り

学
芸
会
、
展
覧
会
、
品
評
会
、
さ
て
は
産

業
教
育
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